
（別紙３）

～ 2025年1月31日

（対象者数） 6 （回答者数） 3

～ 2025年1月31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

更に専門性を高めるための積極的な知識習得に向けた

社内研修・社外研修の積極的受講を推進し、よりよい支援を

行って参ります。

2

多機能型の施設の為、利用者間の年齢差がとても大きいの

で、安全面をより配慮した職員配置、環境整備を充実して参

ります。

3

今後もより専門性を高めた療育を推進しつつ、長期休みなど

には教室外での療育（農業体験などやレクリエーション活

動）も積極的に取り入れながらマンネリ化しない療育を行っ

て参ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今年も昨年度も開催させていただいた親子レクリエーション

企画を年複数回開催を検討し、より多くの親御様への参加を

募ってまいりたいと思っております。

2

昨年には改めて、緊急連絡先、災害発生時のお迎えに関して

等、全利用者様対象にご記入いただき、リスク管理にはしっ

かり対応させて頂いておりますが、親御さんの不安払しょく

の為、積極的にお便りなど通じて情報発信していきたいと思

います。

3

他の児童発達支援事業所との交流会や、同一法人の

就労継続支援B型事業所の利用者様との交流なども積極的に

行っていきたいと思います。

適切な支援の提供体制に関して

北上教室として掲げている支援プログラムおよび児童発達支

援ガイドラインに則り、個々のご利用者様の特性、親御様か

らのご要望に沿った専門性のある支援を心掛けています。

環境・体制整備に関して

子どもの活動スペースは教室内及び屋外も交通量の無い広い

敷地を有しているため、児童発達支援のご利用者様ものびの

びと活動する事が出来ています。

ご利用満足度に関して

お子様からも日々楽しく通所して頂けているとのご評価を

頂けたことは大変嬉しく思っております。また親御様からも

安心感をもってご利用頂けており支援に満足されて頂ている

という評価も頂戴できております。

保育園や認定こども園、幼稚園との交流や地域の他の子供た

ちとのかかわりに関して

他の施設（保育園・幼稚園など）とのお子様たちとの関わり

に関しては積極的にできていなかった点、改善が必要と感じ

ております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の機会創出に関して

昨年はコロナの落ち着きも見られ、開所初めての親子レクリ

エーションを開催いたしました。年度初めでの開催であった

ため、その時点でご利用されていない親御様には参加できる

イベントが打てていなかったことが問題かと思います。

事故防止マニュアル・緊急時対応マニュアル・防犯マニュア

ルなどの親御様への周知・説明に関して

送迎時にいつでも閲覧できるよう、玄関前にマニュアル関係

をご準備してはおりますが、契約時以外はあまり積極的にマ

ニュアル類のお話まで至っていなかったケースは反省点と考

えております。
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ブロッサムジュニア北上教室
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